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所
定
労
働
時
間
の
実
質
延
長
に
反
対
す
る

（
岡
山
大
学
職
員
組
合
組
織
部
）

就
業
規
則
の
大
枠
は

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
月
か
ら
の
法
人
化
に

と
も
な
い
、
私
た
ち
岡
山

大
学
の
教
職
員
は
、
公
務

員
制
度
の
も
と
を
離
れ
労

働
基
準
法
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
法
制
に
よ
っ
て
働

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
は
国
家
公
務
員
法
と

人
事
院
規
則
の
も
と
で
、

労
働
者
が
特
に
何
も
し
な

く
て
も
一
定
の
労
働
条
件

は
保
障
さ
れ
て
い
た
と
も

い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
「
労
働
条
件
は
労

働
者
と
使
用
者
が
対
等
の

立
場
に
お
い
て
決
定
す
べ

き
も
の
（
労
働
基
準
法
２

条

」
で
す
か
ら
、
岡
大

）
に
お
い
て
も
教
職
員
、
組

合
の
積
極
的
な
関
与
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
手
始
め
が
就
業
規

則
の
制
定
で
す
。
大
学
当

局
は
移
行
の
段
階
で
は
、

法
的
な
整
合
性
の
枠
内
で

で
き
る
だ
け
激
変
は
避
け

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

法
人
化
を
成
し
遂
げ
た
い

と
し
て
お
り
、
そ
の
点
で

は
組
合
を
含
め
大
方
の
了

解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
れ
が

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
？

ー
労
基
法
に
も
違
反

と
こ
ろ
が
、
そ
の
趣
旨

か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
の

が
表
記
の
問
題
で
す
。
現

在
は
、
始
業
時
刻
８
時
３

、

、

０
分

終
業
時
刻
１
７
時

休
憩
時
間
が
３
０
分
で
形

式
的
に
は
所
定
労
働
時
間

は
８
時
間
で
す
が
、
有
給

の
休
息
時
間
が
３
０
分
あ

り
ま
す
か
ら
、
実
質
的
に

は
７
時
間
３
０
分
の
所
定

労
働
時
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
に
対
し
て
今
回
出

さ
れ
た
就
業
規
則
で
は
、

始
業
時
刻
８
時
３
０
分
、

終
業
時
刻
１
７
時
３
０

分
、
休
憩
時
間
が
１
時
間

で
実
質
的
な
所
定
労
働
時

間
が
８
時
間
と
し
て
い
ま

す

労
働
基
準
法
は

１

。

、「

日
に
つ
い
て
８
時
間
を
超

え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
（
３
２
条

」
と
し

）

て
い
ま
す
か
ら
、
最
低
基

準
ぎ
り
ぎ
り
の
労
働
条
件

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。実
質
的
な
労
働
時
間
が

３
０
分
延
長
さ
れ
、
終
業

時
刻
が
３
０
分
遅
く
な
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
こ
れ
は
労
働
条
件

の
低
下
に
当
た
り
、
労
働

基
準
法
の
第
１
条
「
こ
の

法
律
の
定
め
る
労
働
条
件

の
基
準
は
最
低
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
労
働
関
係
の

当
事
者
は
、
こ
の
基
準
を

理
由
と
し
て
労
働
条
件
を

低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の

向
上
を
図
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
。

に
違
反
す
る
も
の
で
す

し
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
い
う
方
針
か
ら
も
は

ず
れ
て
い
ま
す
。

１
日
７
時
間
半
の
要
求
は

妥
当
性
が
あ
る

組
合
は
、
現
状
通
り
始

業
時
刻
８
時
３
０
分
、
終

業
時
刻
１
７
時
と
し
、
休

憩
時
間
を
１
時
間
、
所
定

労
働
時
間
を
７
時
間
３
０

分
と
す
る
こ
と
を
要
求
し

ま
す
。
実
質
的
な
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
提
案
で

す
。
こ
の
要
求
は
政
府
の
掲
げ

る
「
年
間
総
労
働
時
間
を

１
８
０
０
時
間
と
す
る
」

目
標
と
も
合
致
す
る
も
の

で
す
。
年
間
総
労
働
時
間

１
８
０
０
時
間
と
い
う
数

字
は
、
１
日
７
時
間
２
０

分
の
所
定
労
働
時
間
で
年

間
２
２
５
日
働
き
、
残
業

を
年
間
１
５
０
時
間
と
し

て
達
成
で
き
る
も
の
で

す
。
民
間
企
業
（
３
０
人

以
上
）
の
１
日
所
定
労
働

時
間
の
平
均
値
７
時
間
４

０
分
（
厚
生
労
働
省
２
０

０
２
年
『
就
労
条
件
総
合

調
査

）
と
比
較
し
て
も

』

決
し
て
過
大
な
要
求
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

し
、
形
式
的
に
は
所
定
労

働
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
た

め
、
時
間
単
価
が
大
き
く

（

）

な
り
時
間
外
労
働

残
業

手
当
が
ふ
く
れ
あ
が
っ
て

財
政
的
に
問
題
が
生
じ
な

い
か
と
い
う
危
惧
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
民
間
で
は

３
０
％
の
割
増
を
行
っ
て

い
る
会
社
も
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
の
点
で

は
今
回
は
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
敢

え
て
現
行
の
２
５
％
を
認

め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

こ
の
く
ら
い
は
大
学
側
も

受
け
入
れ
て
い
い
は
ず
で

す
。

残
業
を
減
ら
し
て

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

時
間
外
手
当
の
財
政
上

の
問
題
で
は
、
む
し
ろ
仕

事
を
見
直
し
て
残
業
時
間

そ
の
も
の
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た

め
に
は
労
使
と
も
に
努
力

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
当
局
が
時
間
単
価
の

増
加
を
認
め
ず
、
給
料
の

削
減
を
指
示
し
て
く
る
と

い
う
恐
れ
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
不
当
な
介

入
を
許
さ
な
い
よ
う
学
長

や
国
大
協
に
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
大
学
の
自
主
性
こ
そ

が
法
人
化
の
目
的
で
す
。

座
標
軸

「
中
国
残
留
日
本
人
孤

児

。
こ
の
言
葉
が
新
聞

」
紙
上
な
ど
を
賑
わ
し
た
の

は
、
１
９
８
０
年
代
の
後

半
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
に

も
肉
親
と
涙
な
が
ら
に
抱

き
合
う
シ
ー
ン
が
、
し
ば

し
ば
登
場
し
た
▼
あ
れ
か

ら
２
０
年
あ
ま
り
、
中
国

残
留
孤
児
と
い
う
文
字

も
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら

れ
て
い
た

「
孤
児
」
た

。

ち
は
、
日
本
の
社
会
に
幸

せ
に
溶
け
込
ん
だ
の
だ
ろ

う
―
誰
し
も
が
そ
う
思
い

こ
ん
で
い
た
▼
だ
が
、
事

、

。

実
は

そ
う
で
な
か
っ
た

現
在
多
く
の
孤
児
た
ち

は
、
生
活
保
護
を
受
け
、

孤
児
向
け
の
中
国
語
新
聞

、

（

）

を
読
み

孤
児

だ
け
の

社
会
に
ひ
っ
そ
り
と
住
ん

で
い
る
。
仕
事
も
な
く
、

交
流
も
な
く
。
▼
ど
う
し

て
そ
ん
な
事
態
が
起
き
た

か
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に

は
、
日
本
政
府
の
対
応
の

不
適
切
さ
が
あ
る

「

孤

。
『

児
』
の
『
帰
国
』
に
つ
い

て
は
、
日
本
側
の
受
け
入

れ
態
勢
は
不
十
分
で
、
日

、

、

、

本
語
学
習

就
学

就
職

社
会
生
活
す
べ
て
に
わ
た

り
問
題
が
多
い

（

日
本

」
『

大
百
科
事
典

）
▼
孤
児

』

た
ち
は
、
当
然
中
高
年
で

あ
る
。
言
葉
の
壁
は
、
予

想
以
上
に
高
い
。
政
府
の

語
学
対
策
は
至
っ
て
お
粗

末
で
、
ご
く
短
期
間
の
日

本
語
講
習
期
間
を
設
け
た

だ
け
だ
っ
た
。
言
葉
の
不

自
由
な
、
中
高
年
者
が
働

き
口
を
見
つ
け
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
仮
に
、

就
職
で
き
た
と
し
て
も
、

そ
の
労
働
条
件
は
悪
い
▼

地
域
の
人
た
ち
も
、
格
別

意
地
悪
だ
っ
た
と
は
思
え

な
い
が
、
言
葉
の
通
じ
な

い
同
胞
た
ち
に
ど
う
手
を

差
し
伸
べ
る
か
と
ま
ど
っ

た
と
し
て
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
だ
と
思
う
▼
孤
児
た

ち
に
も
、
暖
か
い
受
け
入

れ
を
期
待
す
る
も
の
が
、

幾
分
か
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
現
実
に
起
き

た
の
は
、
不
幸
な
す
れ
違

い
で
あ
っ
た

「
孤
児
」

。

た
ち
の
心
は
、
冷
た
い
氷

室
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

。「

、

た

中
国
で
は
日
本
人

日
本
で
は
中
国
人
」
の
悲

劇
で
あ
る
▼
だ
が
、
孤
児

た
ち
も
い
つ
ま
で
も
、
氷

室
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

孤
児
た
ち
は
、
適
切
な
受

け
入
れ
態
勢
を
取
ら
な
か

っ
た
日
本
政
府
を
相
手

に
、
国
家
賠
償
を
求
め
る

訴
訟
を
開
始
し
た
。
岡
山

在
住
の
孤
児
た
ち
も
、
こ

の
２
月
２
０
日
岡
山
地
裁

に
提
訴
す
る
。
原
告
団
１

５
名
▼
「
落
葉
帰
根
」
を

願
う
孤
児
た
ち
の
運
動
を

心
か
ら
応
援
し

そ
の

帰

、

「

国
」
が
一
日
も
早
く
本
物

に
な
る
こ
と
を
祈
る
。

孤
児
支
援
の
集
い

・
２
月
２
０
日
６
時

（

）

裁
判
提
訴
の
日

・
弁
護
士
会
館
に
て

多
数
の
参
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。



教
職
員
共
済
加
入
者
で

退
職
さ
れ
る
方
、
転
出
さ
れ
る
方
へ

退
職
時
に
は
退
職
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

組
合
事
務
所
で
申
請
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

退
職
金
の
有
効
活
用
も
教
職
員
共
済
で
。

転
出
先
で
も
教
職
員
共
済
を
続
け
ら
れ
ま
す

の
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

7168
内
線
：

岡山大学職員組合委員長：中富公一

２
０
０
４
年
２
月
１
６
日

組
合
だ
よ
り

第
６
５
号
（
２
）

その後、各大学・高

専の経験交流が、就 ①

業規則作成、自治の ②

枠組みづくり、組合 ③

のあり方の見直し・拡

大の問題の三つの柱で

行われました。

では、過半数代表 ①
制についての岡山大学

の例が、先進的な例と

して注目を集めていま

した。あと、興味を引

いた事例としては、徳

島大学が任期制を全廃

させたこと。長崎大学

では、昼４５分の休憩

時間と、有給の１５分

の休息時間を組み合わ

せて、１７時１５分の

終業時間を実現したこ

と。久留米高専では、

組合ができた途端１１

０名が組合に加入し、

８５％の組織率を達成

したこと。また、事務

局が組合への加入を勧

めている大学等の例も

紹介されました。医学

部と統合した大学で

は、定年について、医

学部６５才、他学部６

３才、職員６０才とな

った例が紹介されまし

た。これは文科省が、

現行の定年を動かすこ

とを認めないために起

こった事例のようで

す。これについて島根

大学では統合までに６
、 ５才に修正したところ

運営費交付金が６３才

で来ていて、大変なこ

とになっているという

報告がありましたが、

正確なところは分かり

ません。
自治の枠組み作り ②
では、学長選、誰が学

外理事候補か、教育研

究評議会の構成、学部

長・副学部長等の選出

、、 方法教授会の持ち方

、、 委員会人事・予算権

非常勤の任用等が話題

になりました。

学長選では、選挙権
。 者が話題になりました

管理職職員を含めたと

、、 ころ教員については

選挙権者を教授に限定

したいという提案があ

ったところ、３年以上

の助手にしたところな

、。 どが紹介されました

また、非常勤講師問

、、 題等で大分大学では

文科省の査定で非常勤

が０査定となった、福

岡教育大では、定員を

すべて埋めた結果、非

常勤手当分がなくなっ

た、徳島大学では定昇

分が交付金に入ってい

ない等の報告がありま

、、 したが全大教からは

非常勤問題についての

文科省の説明が紹介さ

れました。

それによれば、定員

に予算をつけ、定昇分

についても予算をつけ

た。その関係で、非常

勤のための費用を減ら

した。但し、物件費と

人件費の区別をつけて

いないので、後は、大

学の裁量でやって欲し

い。人件費について総

額で言えば、若干増え

ているはず、というこ

とでした。

全大教執行部から

は、したがって大学の

人事方針等を検討しな

ければ、非常勤講師予

算減について評価はで

きないとの見解が示さ

れ、併せて、各大学で

以下のことについて調

べて欲しいとの要請が

ありました。総額 ①

予算が昨年に比べて増

えたかどうか人件 ②

費はどうか非常勤 ③

講師の手当はどの程度

削減されたのか文 ④

科省の説明を各大学当

局はどのように受け止

めているか人事方 ⑤

針をどのように考えて

いるのか、です。

最後に、組合員拡大

と今後の組合のあり方

について経験交流をし

ましたが、人権と参加

とお手伝いを掲げる岡

大職組が、一つのモデ

ルとして注目されたこ

とをご報告したいと思

います。

無
料
法
律
相
談
所

へ
ど
う
ぞ
！

「
ユ
ニ
オ
ン
」

平
井
昭
夫
弁
護
士
・
近
藤
幸
夫
弁
護
士
担
当

２
月
２
１
日
（
土
）午
後
２
時
～
４
時

（
３
月
は
１
３
日
・
土
曜
日
に
開
設
し
ま
す
）

文
化
科
学
系
総
合
研
究
棟
（
２
階
）
第
１
演
習
室

（
日
時
ま
で
下
記
で
受
付
）

岡
山
大
学
職
員
組
合
人
権
部

19
17

7395
inam

ura@
cc.okayam

a-u.ac.jp
稲
村
秀
一
内
線

7519
naoko

m
@

cc.okayam
a-u.ac.jp

松
本
直
子
内
線

7517
hk

木
村
仁
内
戦

7501
小
畑
隆
資
内
戦
（
当
日
、
会
場
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
）

散歩道

蕭条たる里村の田

は、土色にくすんで稲

の切り株が幾何学模様

を描いている。県北か

ら雪交まじりに吹き下

ろしてくる風が、切り

株の上をわたってく

る。
冬の日差しといって

も、まぶしいほどに輝

いている。空気が乾い

ているせいか、空がく

っきりと青い。日差し

を浴びて、私は自転車

を漕ぐ。追い風を承け

て、小気味よく自転車

は進む。

ハンドルを切ると、

季節風をもろに承け

て、ペダルは突然重く

なる。だが、私はアシ

ストのスイッチを入れ

ない。
坂道と違って、向か

い風には、風の「息継

ぎ」がある。強く吹い

て来る風の隙間に、ふ

っと風が弱まる瞬間が

ある。その隙間を縫っ

て私はペダルに力を込

める。
北風に向かって進む

冬の道

やがて里村が夜のと

ばりに包まれるころ、

寒気は、その厳しさを

増す。
寒波来て遠くの息子

想ふ夜

千枝子
（ｋ）

１月３１日から土・

日に開かれた表記会議

で、九州、中四国の組

合の代表者が博多に集

まりました。いくつか

興味深い話があったの

で報告します。

まず、全大教執行部

から全国的動向、 、①

特に運営費交付金削減

問題について人事労 ②

使関係では「就業規 、

則案のチェックポイン

ト」について、などの

報告がありました。

について紹介しま ②
すと、資料「就業規則

案のチェックポイン

ト」によって、岡大等

の就業規則案問題点が

指摘されていました。

岡大について言うと、

配転・出向につい １．
て同列に扱われている

こと、出向には本人の

同意を盛り込むべきこ

と学内での文書 ２．

等の掲示が許可制にな

っていること終 ３．

業時刻が１７・３０に

なっているが、他大学

では１７・１５の例が

あること懲戒規 ４．

程の中に懲戒委員会等

の有無が明記されてい

ない、などの点が指摘

されていました。
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